
(1)品目 （品種：あきたこまち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　）

(2)面積 a

(3)栽培戸数又は労働力 9戸

(4)栽培期間 平成26年５月 ～ 平成26年10月

(5)収穫期間 平成26年９月15日頃 ～ 平成26年10月15日頃

(6)収穫量 H25実績 kg ( うち出荷量： kg）

H26計画 kg ( うち出荷量： kg）

(1)土づくり

(2)播種 月 日

(3)育苗 月 日 月 日

(4)田植え 月 日

(5)施肥 ○化学肥料を50％以上削減するために導入している具体的な技術

　委託販売先から購入している「米の精」を利用し、化学肥料の低減を図っている。

○技術を導入する際の考え方

　鶏糞を使用すると食味が低下すると、委託販売先からの指摘を受けて、同左指定の植物

　有機100%肥料を使用している。

米の精（5-2-1) 7.5 0 3 1.5

合計 7.5 0 3 1.5

地区慣行施肥量（kg/10a)
低減率(％)

信州の環境にやさしい農産物認証　栽培事例（水稲）
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6～8kg／10a播種
翌春鋤き込み

諏訪市（９５０ｍ）

黒ボク土

肥料の施用状況



(6)病害虫防除 ○化学合成農薬を50％以上削減するために導入している具体的な技術

発生雑草の種類により、ほ場毎に使用する除草剤を変えるよう事前に複数の除草剤体系を作成

○技術を導入する際の考え方

ほ場毎に発生する雑草を把握し、除草効果のある薬剤を選択。

病害虫防除の内容

(7)雑草防除

(8)水管理

(9)収量の状況

(2)販売方法 JA集荷による委託販売、JAから米穀卸業者へ販売

(3)県認証の
活用方法

(10)その他特
記事項

殺虫殺菌剤 ﾂｲﾝﾀｰﾎﾞ箱粒剤08

植調剤

(4)実需者や
消費者の反
応、メリット
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(1)主な販売地域

化学肥料、化学合成農薬を５０％以上削減した米で
あることをアピールして販売

有効
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2 1 2
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除草剤 ｹﾞｯﾄｽﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ
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使用農薬名
倍率・
使用量

5

地域慣行農
薬使用回数

50g/箱 2 1 2

500ml/10a

1

農薬の使用回数 5

0 12

12

合計 5 0

削減率(％)
地区慣行農薬使用回数（kg/10a)
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58.3%

ほ場毎に発生雑草の種類を把握し、使用する除草剤を変えている。

６００ｋｇ/１０a      平年並み　　慣行栽培と同等

除草剤 ｱﾙﾊｰﾌﾞﾌｱﾌﾞﾙ 500ml/10a

特別栽培米として委託販売先に全量引受けしても
らっている。
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＜栽培暦＞
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ここがポイント！

＜栽培状況等の写真＞

カバークロップ（ライムギ）生育状況
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・畜産農家の堆肥を利用し有機栽培をしてきたが、減農薬にも取り組み付加価値をつけることにより
有利販売につなげるため。

・一般栽培との価格差が小さく価格メリットは少ないが、環境保全型農業に取り組む意義がある。
・生産者によって肥料、農薬の使用パターンが複数ある。

6月 7月 8月 12月5月

凡例　　○：播種　　◎：定植　　□：収穫
　　　　虫：殺虫剤　　　菌：殺菌剤　　　虫菌：殺虫殺菌剤　草：除草剤

9月 10月 11月

耕起
施肥

育苗
～

収穫

作業
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病害虫防除

除草

土づくり
施用

稲刈り後の稲わらを鋤き込み、春先にはライムギを鋤き込む

3月 4月

 
〈減農薬技術〉 
温湯種子消毒で殺菌剤使用回数を減らしている。出穂期直前に畦草を刈らないよう（カメムシをほ場内に追い込んでしま
う）早めに刈取りしている。 
 
〈減化学肥料技術〉 
植物有機１００％肥料(米の精)を施用することで食味を向上させている。稲わら、ライムギの鋤き込みにより、基肥は無施
用(１００％減肥)である。  
ライムギは耐寒性のある極早生品種（春一番・雪印種苗㈱）を利用し、10月末までに標準播種量6～8kg／10aを播種。播
種時期が遅くなるほど、播種量を増やしている。 
 
〈販売方法〉 
認証マークは表示していないが、JAライスセンターの受入を一般栽培のものと区別。全量、委託先へ販売している。 


